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　介護保険法の改正により、高齢者の介護予防を基本としたサービスが制度化されました。高齢者やその家族が安心し
て日常生活を送ることができるよう、それぞれ必要なサービスが総合的に提供できるしくみづくりを進めます。

　高齢者の入所施設を整備充実するとともに、ショートステイや通所リハビリ等の居宅サービスの充実を図ります。在宅の
虚弱な高齢者等に対しては、介護予防教室や機能訓練等の介護予防を目的とした支援を行います。
　また、地域包括支援センターにより高齢者の総合的な相談体制の充実を図ります。
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大項目 03 社会福祉を支える新しいしくみづくり

区内特別養護老人ホームの整備目標数
（

　区民ニーズの多様化に対応して地域における福祉と保健・医療サービスなどの総合的な展開を図ります。
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介護予防事業の整備

健康部

今後の取組み・改革の方針

総　　　　合　　　　評　　　　価

　要介護高齢者が、住み慣れた地域で暮らし続けることができるようにするために、小規模多機能型居宅介護及び認知症
高齢者グループホームの整備を進めていく必要があります。
　また、高齢者が地域においてできる限り自立した生活が継続できるよう日常的な健康管理や介護予防に取り組み、介護が
必要になったときには必要なサービスが総合的に受けられる仕組みづくりが必要です。
　認知症は加齢と共にり患率が上昇する疾病であり、今後高齢者人口が益々増加することから、認知症予防の早期発見・
早期対応のための普及啓発及び相談の取組みを強化する必要があります。
　また、認知症の方が住み慣れた地域で安心して在宅生活を送ることが出来るよう、地域の中で支えあうしくみづくりが必要
です。

※  介護基盤整備については、地域密着型サービスのうち夜間対応型訪問介護事業所は整備目標を達成し、
特別養護老人ホームは２か所で整備事業が進行しており、概ね順調に進んでいます。しかしながら、小規模
多機能型居宅介護の事業所や認知症高齢者グループホームは整備が進みませんでした。
　認知症高齢者対策では、普及啓発及び相談回数の増加に努めた結果、認知症専門相談により生活の質
（ＱＯＬ）が改善されたと思った人の割合が増えるなど、一定の成果を得ることができました。

Ｂ

　介護サービスの基盤整備については、要介護高齢者が、在宅生活が困難になっても住み慣れた地域で暮らし続けること
ができるようにするために、特に地域密着型サービスを提供する事業所の整備を進めていく必要があります。
　介護保険法の改正により制度化された介護予防のための事業を充実させていくとともに、いきがい対応型デイサービス等
の介護保険外サービスを組み合わせ、より効果的な事業展開を図っていきます。
  認知症に対する正しい理解の普及啓発や早期発見・早期対応のための体制づくりを図ります。また、認知症の方が住みな
れた地域で安心して暮らし続けられるよう、地域の中で支えあうしくみづくりを進めます。

施策を構成する計画事業

介護保険利用者保護体制の充実

所管部

○夜間対応型訪問介護：事業者公募（区内に１事業所）　１事業所開設
○特別養護老人ホーム：百人町四丁目国有地を活用した施設整備、矢来町都有地を活用した施設整備
○介護予防教室（認知症予防、低栄養予防、尿失禁予防、転倒予防）の実施　（年間延べ参加人数　18年度3,095人）
○いきがい対応型デイサービスの実施　（年間延べ参加人数　18年度8,915人）
○認知症専門相談・物忘れ相談等の実施
○介護保険の適正利用の促進（不適正な介護保険サービス事業者の実地調査・指導、利用者への給付費通知等）
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